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西日本豪雨災害後に精神症状に使われる漢方薬（抑肝散）の 

処方を受けた高齢者が増加 ～ ビッグデータを用いた分析 ～ 
 

 

論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

・ 広島県を中心に発生した西日本豪雨災害に被災した高齢者において、漢方薬の一

種で精神症状に使われる「抑肝散」の処方が増加していたことが明らかになりまし

た。 

・ 我が国では、災害時における高齢者医療に漢方薬が大きな役割を果たしている可

能性が示されました。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科地域医療システム学講座 石田亮子講師、吉田秀平

助教、松本正俊教授、先進理工系科学研究科 鹿嶋小緒里准教授、北広島町八幡診療

所 岡崎悠治医師は、医療レセプトデータを用いた解析により、2018 年西日本豪雨

災害の 65 歳以上の被災者において、精神症状や BPSD と呼ばれる認知症周辺症状の

改善に用いられる漢方薬である抑肝散の処方



のは 125 人（0.98%）で、非被災者 8,913 人（0.66％）と比較して有意に高い割

合で処方されていました（ハザード比：1.49、95%信頼区間：1.25-1.78）。 

また、対象者のうち、抑肝散とそれ以外の漢方薬処方を受けた対象者の増加率を災

害前後で比較したところ、被災者、非被災者ともに、災害前に比べて災害後に漢方薬

処方が増えていました。さらに被災者に於いては抑肝散の増加率（31.4%）がその他

の漢方薬の増加率（19.3%）に比べて高いことが明らかになりました（ｐ値<0.001）

（参考図）。 

本研究の結果から、自然災害によって高齢者のあいだで、漢方薬の適応となる各種

症状、特に興奮、イライラ、認知症周辺症状などの出現頻度が増加し、医師による漢

方薬処方、特に抑肝散の処方が増加していた可能性が示されました。 

 

【今後の展開】 

漢方薬は制度的にも文化的にも日本の医療に深く根差した薬剤であり、また通常の

西洋薬に比べて副作用も少ないといった利点があります。こういった背景から高齢者

に好まれ、特に高齢者が健康被害を受けやすい自然災害時において使用量が増加する

ものと推測されます。こういったエビデンスを踏まえ、我が国固有の災害対策や診療

ガイドラインが策定されることが期待されます。 

 

【用語解説】 

抑肝散：抑肝散は、神経症、不眠などに効果がある漢方薬で、興奮やイライラなど

の症状、特に高齢者の認知症周辺症状によく処方されています。 

 

【参考図】 

 

 

図：災害前後における抑肝散とそれ以外の漢方薬の処方人数の比較（ｐ値が 0.05 以

下である場合、統計学的に有意な違いがあることを示しています） 
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